
 

Ⅰ．はじめに 

 

１．ＣＯ２削減推進委員会の概要 

１）目的 

各企業のＣＯ２削減を推進するために、改正省エネルギー法等の関連法制度への対応も踏まえ、

荷主企業と物流企業のパートナーシップによる継続的な改善活動を推進するうえでの問題点、課題

を整理し、解決策を検討する。 

さらに、必要に応じて企業、行政、団体等の関係者への提言を行う。 

 

 ２）体制 

   59 名（詳細はメンバー一覧参照） 

    

２．目標 

 １）ロジスティクス・グランドデザインの実現 

ＣＯ２削減推進委員会の活動を、ロジスティクス環境会議のグランドデザイン【図表Ⅰ－１】の

中に位置づけると、次のようになる。 

改正省エネ法（輸送分野）の定期報告書の記載項目である輸送に伴うＣＯ２を指標とする「環境

パフォーマンス評価」に基づき、ＣＯ２排出量を削減するための施策を「省資源ロジスティクス」

に求め、特に、鉄道へのモーダルシフトと燃費の向上の２つをテーマとした検討作業を行った。 

 

図表Ⅰ－１ 循環型社会を実現するロジスティクス・グランドデザイン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調達、生産、流通、消費の諸活動とそれらの過程を経て発生する廃棄物の処理の行為は、環境汚染や環境破壊など、環

境に対して様々な負荷を与えます。私達の世代は健全な地球環境と社会環境とを（人類生存の大前提である）最も重要な

財産として、将来の世代に引き継ぐ責務を有しています。その責務を果たすべく、ロジスティクスにおいても、環境への

調和､環境との共生、環境改善への積極的貢献、を最優先に考えねばなりません。 

 

ロジスティクスには、再使用や循環などの視点に加え、素材の選択や廃棄物の処理のあり方まで視野を広げ、環境への負

荷に適切に配慮しつつ、費用対効果を最適化することが必要です。 

JILS は 21 世紀の循環型社会における、ロジスティクス活動のあるべき姿として 

「環境と調和した循環型社会を支えるロジスティクス」を提唱します。 

循環型の経済活動を、ロジスティクスを通じて実現したいという思いを込めて、 

「循環型社会を実現するロジスティクス・グランドデザイン」を提案します。 

（第１期ロジスティクス環境会議 第１回本会議／2003 年 11 月 13 日） 
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３．委員会での検討内容 

 本委員会では、以下の２項目について検討を進めた。 

 

１）ＣＯ２削減方策の検討 

ロジスティクス分野が大きな影響を与える主な環境問題として、「地球温暖化」「資源の枯渇」「廃

棄物」がある。それぞれの環境問題に対応する主な施策を整理したものが図表Ⅰ－３である。 

本委員会では、「省エネ・ＣＯ２削減」に向けて検討を進めた。具体的には、燃費・ＣＯ２排出原

単位改善を目指して行なわれる「モーダルシフト（特に鉄道）」と「燃費向上（エコドライブ）」を

テーマに、ワーキンググループ（WG）を設置し活動を進めた。 

モーダルシフト WG では、鉄道利用者の立場から、JR 貨物及び行政に対し、鉄道利用がより一

層推進されるために必要と考えられた事項を要望としてまとめた。 

 

２）省エネ法を用いたＰＤＣＡサイクルによる改善推進 

改正省エネ法により、特定荷主、特定輸送事業者は、定期報告書及び計画書の作成及び提出が義

務付けられている。それらの事項を PDCA サイクルに位置づけると図表Ⅰ－２のとおりである。 

      

図表Ⅰ－２ 省エネ法関連事項とＰＤＣＡサイクルの位置づけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

本委員会では、行政は特定荷主及び特定輸送事業者から単に計画書・報告書を収集するだけでな

く、企業が次の ACTION（改善）ができるような情報を、提出された計画書と報告書の記載内容を

活用して、提供していくことが必要ではないかと考えた。 

本委員会では、荷主及び輸送事業者の立場から、行政に対し、更なる省エネ・ＣＯ２削減に向け、

PDCA サイクルを円滑に回すために必要と考えられた事項を要望としてまとめた。 

   

省エネ法関連事項とPDCAサイクルの位置づけ

・計画書の策定

・削減活動の
実施

・エネルギー使用量/
CO2排出量の算定

・報告書の策定
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図表Ⅰ－３ ロジスティクスにおいて実施すべき主な環境負荷低減施策と当委員会での活動範囲 

 
 

Ⅲ 燃費向上ＷＧ

Ⅱ モーダルシフトＷＧ 

省エネ法対応 

Ⅳ 改正省エネ法に対する提言 （改正省エネ法対応ヒント集） 

Ⅳ 改正省エネ法 計画書・報告書調査 
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